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１．まえがき 
 侵入監視センサ，交通流量計測，踏切障害物検知，ホー
ム転落検出等において，エリア検知・データレート・直
接速度計測が可能である近距離レーダの適用が期待され
ている．今回，２周波 CW 方式を採用した 24GHz 小型近
距離レーダ（特定小電力無線局準拠）を試作し，上記応
用において基本となる人物の運動計測実験を実施した．
以下，24GHz 小型レーダの概要を説明するとともに，各
種の歩行時の運動計測結果を示す． 

2．24GHz 小型レーダ 
（１）レーダハードウエア 
試作した 24GHz 小型レーダの外観及び寸法を図１，表

１に示す．また，ブロック図を図２に示す．本レーダ装
置は，2 周波 CW または多周波 CW 変調波の送信が可能な
高速周波数切換能力を有する PLO 部を備えることを特徴
とする．また，モノパルスコンパレータによりアジマ
ス・エレベションの各差信号が生成され角度計測機能を
備えている．受信Σ，AzΔ，ElΔの各ベースバンド信号
は A/D 変換され，リアルタイムで２周波 CW 信号処理が
実行される。またベースバンド信号および処理結果が記
録保持される． 
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(２)距離・速度検出処理 
2 周波 CW 方式は少しだけ離れた二つの周波数を用い，

２つの送信周波数に対する受信信号が持つドップラ周波
数スペクトルの位相差から距離を求めるという原理に基
づき，狭い周波数帯域幅にて目標の距離・速度検出が可
能である[1]．A/D 変換された各信号はリアルタイムまた
はオフラインにて２周波 CW 信号処理（フーリエ変換＋
検知処理＋距離・速度算出処理）が適用される．検知処
理は，CPI(Coherent Pulse Interval)毎にΣ信号のフーリエ変
換処理出力のしきい値処理を経て実施される． 

(３)角度検出処理 
 AzΔ，ElΔの各信号も同様に，フーリエ変換を行い，Σ
信号で検知された周波数スペクトルに対し，モノパルス
方式に基づきΔ/Σの演算を行うことで角度情報を得る． 

3．人物運動計測実験 
屋外にて各種歩行パターンでの人物運動計測実験を行

った．実験では，以下のレーダパラメータを用いた． 

・送信周波数：24.15GHz 
・周波数ステップ幅（距離視野）：10MHz（約 15m） 
・サンプリング周波数：20kHz 
・周波数切換間隔（最大速度視野）：50μs（約 56km/h） 
・観測時間（速度分解能）：102.4ms（約 0.22km/h） 

 運動計測結果の一例を図３，４に示す．図３で，○，
×はそれぞれ，レーダの前方に存在する人物が時計まわ
りに円状に移動した時（○印）と，前進しながら V 字に
移動した時（×印）の相対速度推定値．また図４では，
同様に，検出した距離・アジマス角度から直交座標に変
換し x 座標，y 座標での計測結果を示している．なお図４
での評価においては，イリーガルデータを除去するため
に簡易な追尾フィルタ処理を適用している． 
今回の実験結果より，特定小電力無線局準拠した小型

のレーダにて，距離・速度・角度の同時計測が可能であ
ることが確認された．今後は各応用に向けた信号処理の
開発，ならびに詳細な精度評価を行う必要がある． 

 
 
 
 

 

 
 

4．むすび 
2 周波（または多周波）CW 方式を用いた 24GHz 特定小

電力無線局に準拠した小型レーダを試作し，屋外での人
物の運動計測実験を実施した．実験により検出対象とな
る人物の距離・速度・角度の同時計測が可能であること
を確認した． 
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図４ 歩行人物計測結果 

図２ 24GHz小型レーダブロック図（2 周波 CW送信時） 
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図３ 24GHzレーダ試作機からみた人物との相対速度 

y
[m

] 

x[m] 

 

幅 119[mm]
高さ 80[mm]
奥行き 25[mm]
重量 0.7[kg]  

表１ 24GHz小型レーダ寸法 

図１ 24GHz小型レーダ外観 

○：円状移動 

×：V 字移動 

表２ 送受信アンテナ素子数 

送信アンテナ 受信アンテナ
1素子 2×2素子  

0     2      4        6        8    10 
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○：円状移動 

×：V 字移動 
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